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Ⅰ．は じ め に

有症候性Brugada症候群では，突然死のリスクが

高いことが明らかになっている 1）が，無症候性

Brugada症候群の予後に関しては突然死はまれと報

告されている 2）．今回当センターにて無症候性

Brugada症候群として経過観察中に突然死をきたし

た症例を経験したので報告する．

Ⅱ．症　　　例

症例は56歳の男性．既往歴，家族歴に特記すべき

ことはない．51歳時，健康診断にて高脂血症および

肝機能障害を指摘され，近医受診した．心電図上

coved型ST上昇を指摘され，精査目的で当センター

紹介となった．

前医の標準12誘導心電図（図1）は洞調律で，V2誘

導でcoved型ST上昇（0.3 mV）を認めたが，当センター

初診時の心電図（図2）においてもcoved型ST上昇，

および右脚ブロック上方軸の心室性期外収縮を認め

ていた．一肋間上での心電図変化は認められなかっ

た．血液検査所見においては血清カリウムがやや低

左脚ブロックおよび右脚ブロック上方軸の心室性期外
収縮を認め，無症候性Brugada症候群として経過観察
中に突然死をきたした1例
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症例は56歳男性，平成11年8月の健診で高脂血症および肝機能障害を指摘され

近医受診した．心電図上心室性期外収縮，V1－V3誘導でcoved型ST上昇を認め当セ

ンター紹介受診となった．失神歴はなく，家族歴も認めなかった．来院時，心電図

上V1－V3誘導でsaddle-back型ST上昇，日差変動が認められた．左室駆出率は

60％で器質的心疾患は認めず，ホルター心電図で心室性期外収縮22,531発/日，2

連発まで認めていた．運動負荷心電図で運動後安静時にV2，V3誘導でST上昇を認め

たが，6分後に元のSTレベルに戻った．その後の5年間，症状なく経過していたが，
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い傾向（3.6 mEq/L）にあったが正常範囲内であった．

胸部X線写真においても心拡大はなく，心臓超音波

検査でも明らかな器質的心疾患は指摘しえなかった．

無症候性Brugada症候群として外来経過観察中の

右側前胸部誘導（図3）では，coved型ST上昇を呈す

る日もあれば，saddle-back型ST上昇を呈している

こともあった．平成15年4月7日，ホルター心電図

（図4）を施行した．CM2誘導にて深夜saddle-back型

ST上昇，日差変動が認められた．また，主に左脚

ブロック型，上方軸の心室性期外収縮を22,531発/日，

2連発まで認めていた．安静時における心室性期外収

縮の連結期は500 msecで変動はみられなかった．さ

らに，平成16年2月23日に施行した運動負荷心電図

（図5）において運動負荷終了2分後にV2誘導におい

てcoved型ST上昇を認めた．また，平成16年1月

22日に再施行したホルター心電図（図6）において，

心室性期外収縮の頻度（4,975発/日）は減少するも，

非持続性心室頻拍3連（130拍/分）を認めた．

平成16年7月12日，仕事を終え20時30分に自室

に戻った本人がテレビを見たまま椅子に座って死ん

でいるのを，7月13日6時30分に家人が発見した．

検死により直腸温，死斑から7月12日22時が死亡推

定時刻であった．

Ⅲ．考　　　察

無症候性Brugada症候群の有病率は成人男性では
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図1 前医の12誘導心電図

Ⅰ
V1

V2

V3

V4

V5

V6

Ⅱ

Ⅲ

aVR

aVL

aVF



約0.2％である3）が，無症候性Brugada症候群の心室

細動の頻度は32±24ヵ月の経過観察期間で8％4）か

ら45±50ヵ月で0.8％5）といわれている．その一方

で，有症候性Brugada症候群における心室細動の再

発頻度は同様の経過観察期間で69％4）とされ，無症

候性Brugada症候群とのイベントの頻度に大きな差

がある．無症候性Brugada症候群のリスク層別化の

方法は，確たるものがないのが現状である．

Brugada症候群患者において，心室性期外収縮は

心室細動発作直後を除けばまれであると報告されて

いる1）．心室性期外収縮との関連においては，Morita

ら6）の検討によればBrugada症候群患者の心室性期

外収縮の起源とプログラム刺激の誘発部位に関連が

ある．心室性期外収縮の存在は電気的な異常や不整

脈基質の存在をさし示すとし，右室流出路自由壁に

大部分の不整脈基質があるのではないかとしてい

る．今回の症例では心室性期外収縮の多くは右脚ブ

ロック，あるいは左脚ブロック上方軸を示したこと

から右室流出路以外に起源および不整脈基質が存在

した可能性がある．近年，下壁誘導でST上昇を示

す特発性心室細動例の報告が散見されるが7），8），本

症例ではST変化は前胸部誘導のみであり，心室性

期外収縮と突然死との関連性は明らかでない．

無症候性Brugada症候群の予後を予測するうえ

で，電気生理学的検査の有用性については一定した

見解はない1），2），5）．現在のところ，心室細動が誘発
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図2 当センター初診時の12誘導心電図



された場合は非誘発例より不整脈事故発生率が高い

としたBrugadaら1）の報告が最も多数例を検討した

内容であり，電気生理学的検査において心室細動が

誘発された患者には植込み型除細動器植込みを一つ

の選択として考慮すべきであると考えられる．今回

の症例においては，患者本人が検査を希望せず施行

に至らなかった．

Atarashiら9）の検討によればV1，V2誘導のS波幅

80 msec以上，V2誘導におけるST上昇0.18 mV以上

を呈する患者が有症候性患者において有意に多く認

められたとあり，本患者においても上記基準を満た

しており，無症候性患者においても上記基準を満た

す場合には注意が必要と考える．また，Prioriら2）は

失神歴および右側前胸部誘導における一過性のST

上昇は心事故の強い予測因子であるとし，失神のな

い一過性のST上昇でも中等度のリスクがあるとし

ている．本症例においてもホルター心電図，運動負

荷心電図にて一過性のST変化を認めており，リス

クの高い群として更なる検討が必要であった可能性

が考えられる．
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図3 外来受診時における右側前胸部誘導の経過

図4 平成15年4月7日施行したホルター心電図
CM2誘導にてsaddle-back型ST上昇を認める．
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図5 平成16年2月23日に施行した運動負荷心電図
負荷終了2分後にcoved型ST上昇を認める．
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心室頻拍3連を認める．
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